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1.　はじめに
　キャリア教育が文部科学省の公的文書に初めて
登場したのが、1996 年の中央教育審議会答申「幼
稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学
校の学習指導要領等の改善について」である。それ
から20年が経過したが、キャリア教育の名のもとで、
職場体験活動のみをもって済まし、最近では人生
設計で夢を描くことばかりに力を入れている。その
結果、人生とは何か、現実社会においてどんな能
力が必要なのかなどの本来のキャリア教育で扱うべ
き内容が疎かになっている。
　次期学習指導要領では、従来の学習指導要領
で強調されなかった「キャリア教育」が強調されてい
る。従来の学習指導要領には「キャリア教育」とい
う文言がなかった。これまでも従来の学習指導要
領では、キャリア教育の必要性が示されてきたもの
の「キャリア教育」という文言は使用されず、その代
わりに「進路指導」が使用されていた。その進路指
導も進学指導に終始した嫌いがある。
　次期学習指導要領に「キャリア教育」が盛り込ま
れた。キャリア教育がどのように盛り込まれたかを
特別活動との関係から明らかにするとともに、ここ
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　次期学習指導要領が従来の学習指導要領と大幅に変わった。その変更点には、特別活動に関して挙げれば、新たに「キャ
リア教育」という文言が加えられ強調された。そして「主体的・対話的で深い学び」の実現のため、「カリキュラム・マネジメント」
という方法原理が示された。生徒にきちんと教えることで、その知識や技能をきちんと身につけ、将来のためにそれらを生か
すことができるようにすることである。
　本論文は、次期学習指導要領の特別活動の特徴、特にキャリア教育に関するこれら3点の変更点に応える実践事例として、
すでに現在実施している。それらの実践である「構成的グループエンカウンター」、「悩み相談室」、「ディベ トー」、「意思決定の
しかたを教える」を紹介し、特別活動での実践のあるべき姿を検討した。
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で扱うキャリア教育とは何か、特別活動という領域
でどのような実践ができるのかを検討したい。
2.　次期学習指導要領にみる特別活動の特徴
　平成 26	年 11	月に文部科学大臣は中央教育審
議会に対し、「新しい時代にふさわしい学習指導要
領等の在り方について」の諮問を行った。これを受
けて、中央教育審議会は２年１か月にわたる審議の
末、平成 28	年 12	月 21	日に「幼稚園，小学校，
中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導
要領等の改善及び必要な方策等について」答申し
た。文部科学省はこの答申を受けて、学習指導要
領を平成 29 年 3月31日に公示した。
　この学習指導要領による教育実践は、小学校に
おいては、平成 30 年 4月1日から平成 32 年 3月
31日まで移行装置、平成 32 年 4月1日から全面
実施となり、中学校においては、平成 30 年 4月1
日から平成 33 年 3月31日まで移行措置、平成 33
年 4月1日から全面実施となる。そして高等学校に
おいては、平成 31年 4月1日から平成 34 年 3月
31日まで移行措置、平成 34 年 4月1日から全面
実施となる。
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　まず現行学習指導要領にはない前文がある。前
文では、教育基本法の 5点の目標が再掲され、そ
のうち、次の目標が特にキャリア教育と関連してお
り、キャリア教育を特化する理由ともいえる。
　これを受けて、さらに前文で次のように述べ、自
己と他者を理解し、自分の人生を拓き、社会貢献
ができる人材育成を具現化しようとしている。
　この教育課程は、当然「幼児期の教育及び小学
校教育の基盤の上に、高等学校以降の教育や生涯
にわたる学習とのつながりを見通しながら、生徒の
学習の在り方を発展していくために広く活用される
ものとなることを期待している」(2)。これは生涯学
習の観点からである。特に人間として生涯学び続け
ることが必要で、一人ひとりの子どもが「学ぶことが
好き」になるような教育課程を用意しなければなら
ない。
　そして、総則では、特別活動の学級活動の指導
を通してどのような能力の育成を目指すのかを明確
にしながら、教育活動の充実を図るものとし、次に
掲げることを偏りなく教科など横断的な視点に立っ
て実現できるようにするとしている。この3点も現
行の学習指導要領にはない。
　この3点は、学ぶことが好きになり学び続ける力
の基板になる。さらに、具体的な能力として、言語
能力、情報モラルを含んだ情報活用能力、問題発見・
解決能力、豊かな人生を実現できる能力、社会貢
献できる能力である。これらの能力は、総じて基礎
的・汎用的能力に相当する。
　指導方法としては、「教師と生徒との信頼関係及
び生徒相互のよりよい人間関係を育てるため、日頃
から学級経営の充実を図ること。また、	主に集団の
場面で必要な指導や援助を行うガイダンスと個々の
生徒の多様な実態を踏まえ、一人一人が抱える課題
に個別に対応した指導を行うカウンセリングの双方
により生徒の発達を支援すること(9)」のようにガイ
ダンスとカウンセリングを強調している。生徒指導
の英訳は「guidance	and	counseling」であり、まさに
「生徒指導の機能を生かせ」である。
　さらに、「生徒が、自己の存在感を実感しながら、
よりよい人間関係を形成し、有意義で充実した学校
生活を送る中で、現在及び将来における自己実現
を図っていくことができるよう生徒理解を深め学習
指導と関連付けながら生徒指導の充実を図ること」
(9)とし、「生徒が、学ぶことと自己の将来とのつな
がりを見通しながら、社会的・職業的自立に向けて
必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくこと
ができるよう、特別活動を要としつつ各教科等の特
質に応じて、キャリア教育の充実を図ること。その
中で、生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を
選択することができるよう、学校の教育活動全体を
通じ、組織的かつ計画的な進路指導を行うこと(9)」
としている。
　学習の効果を最大限に高めるために、生徒の実
態や地域社会の状況を的確に把握した上で、教育
２	個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，
創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとと
もに，職業及び生活との関連を重視し，勤労を
重んずる態度を養うこと。
(1)	知識及び技能が習得されるようにすること
(2)	思考力、判断力、表現力等を育成すること
(3)	学びに向かう力、人間性等を涵養すること
これからの学校には、こうした教育の目的及び目
標の達成を目指しつつ、一人	一人の生徒が、自
分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる
他者を価値のある存在として尊重し多様な人々
と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え豊
かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手
となることができるようにすることが求められる。
このために必要な教育の在り方を具体化するの
が、各学校において教育の内容等を組織的かつ
計画的に組み立てた教育課程である。
	この特別活動の目標では、まさに人間としての生き
方を考え、自己実現に必要な資質・能力を育成する
ことが示されている。
　ここで確認しなければならないのは、「資質・能
力」である。今後至る所で「資質・能力」を目にする
からである。なぜ資質と能力を「・」（中点）で並列に
したのだろうか。資質とは生まれるつきの性質や才
能（『広辞苑』第四版、岩波書店）を意味する。生ま
れつきだからどうすることもできない。だから生まれ
つきの「資質」を伸ばすということだろう。一方「能
力」は物事をなし得る力（『広辞苑』第四版、岩波
書店）と説明している。この能力は学習によって身
につけることができる。生まれつき能力がなくても、
その能力を開発できるということである。だから正
確には、次のようになる。資質を伸ばし、能力を開
発する。
　特別活動には、学級活動と生徒会活動の2つの
活動、そして学校行事がある。これらの活動と行事
を通して諸能力の育成を図ることになる。とくに学
級活動が大きな役割を担うことになる。学級活動の
目標は次のようになっている (147)。
　ここで言う「第 1の目標に掲げる資質・能力」を集
約すると、課題発見対応能力、意思決定能力、人
プログラムを作成するカリキュラム・マネジメント（文
部科学省 ,	2017）が提案されている。それは次の 6
点から成る。
　以上から、総則では、特別活動を中心として、ガ
イダンスとカウンセリングを中心に進路指導を含む
キャリア教育の充実を強調しているといえる。
　
3.　特別活動におけるキャリア教育の位置づけ
　では、具体的に、特別活動はどうのよう定めてい
るだろうか。まず、目標は次のようになっている(147)。
①	「何ができるようになるか」	（育成を目指す
資質・能力）
②	「何を学ぶか」	（教科等を学ぶ意義と，教科
等間・学校段階間のつながりを踏まえた教
育課程の編成）
③	「どのように学ぶか」	（各教科等の指導計画
の作成と実施，学習・指導の改善・	充実）
④	「子供一人一人の発達をどのように支援す
るか」（子供の発達を踏まえた指導）
⑤	「何が身に付いたか」（学習評価の充実）
⑥	「実施するために何が必要か」	学習指導要
領等の理念を実現するために必要な方策）
学級や学校での生活をよりよくするための課題を
見いだし、解決するために話し合い、合意形成し、
役割を分担して協力して実践したり、学級での話
合いを生かして自己の課題の解決及び将来の生
き方を描くために意思決定して、実践したりする
ことに、自主的，実践的に取り組むことを通して、
第１の目標に掲げる資質・能力を育成することを
目指す。
集団や社会の形成者としての見方・考え方を働か
せ、様 な々集団活動に自主的、実践的に取り組み、
互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の
生活上の課題を解決することを通して、次のとお
り資質・能力を育成することを目指す。
(1)	多様な他者と協働する様々な集団活動の意義
や活動を行う上で必要となることについて理解し、
行動の仕方を身に付けるようにする。
(2)	集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだ
し、解決するために話し合い、合意形成を図った
り、意思決定したりすることができるようにする。
(3)	自主的、実践的な集団活動を通して身に付け
たことを生かして、集団や社会における生活及び
人間関係をよりよく形成するとともに、人間として
の生き方についての考えを深め、自己実現を図ろ
うとする態度を養う。
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間関係能力、そして自己実現能力である。これらの
目標に到達するために、3つの内容が示され、特に
次の内容が新たに設けられた (148)。
　また学校行事の「勤労生産・奉仕的行事」では、
次のように規定し、キャリア教育に大きく関係すると
ころである（150）。
　方法原理は、「なすことによって学ぶ」である。当
然、特別活動において習得すべき能力を特定し、
それらを身につける指導プログラムを立案しなけれ
ばならない。
　ここでキャリア教育について確認しよう。キャリ
ア教育は、次のように定義されている。
3)　一人一人のキャリア形成と自己実現
ア　社会生活、職業生活との接続を踏まえた主
体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用
　現在及び将来の学習と自己実現とのつながりを
考えたり、自主的に学習する場として学校図書館
等を活用したりしながら、学ぶことと働くことの意
義を意識して学習の見通しを立て、振り返ること。
イ　社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形
成
　社会の一員としての自覚や責任を持ち、社会生
活を営む上で必要なマナーやルール、働くことや
社会に貢献する事について考え行動すること。
ウ　主体的な進路の選択と将来設計
目標をもって、生き方や進路に関する適切な情報
を収集・整理し、自己の個性や興味・関心と照ら
して考えること。
　勤労の尊さや生産の喜びを体得し、職場体験
活動などの勤労観・職業観に関わる啓発的な経
験が得られるようにするとともに、共に助け合っ
て生きることの喜びを体得し、ボランティア活動
など
の社会奉仕の精神を養う体験が得られるように
すること。
　一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要
な基盤となる能力や態度を育てることを通して、
キャリア発達を促す教育である。
換言すれば、キャリア教育では、人生に必要な基
礎的・汎用的能力を開発しながら、人生という視点
から物事を考える意識を高めるのである。この点か
ら基礎的・汎用的能力のうち、「課題対応能力」が
あるが、課題対応能力だけでは不充分である。課
題を発見できる課題発見能力が必要である。「課題
対応能力」の箇所は、「発見」を加えて「課題発見
対応能力」としたほうが良い。
　当然のことながら、障害のある生徒、帰国子女、
日本語の習得に困難がる生徒、不登校生、学齢期
を経過した者など特別な配慮を必要とする生徒に
は、その生徒に応じたガイダンスとカウンセリング機
能を生かした指導が必要なことは言うまでもない。
　
4.　特別活動におけるキャリア教育実践
　キャリア教育では、基礎的・汎用的能力を開発
する。公文書は「開発する」ではなく、「育成する」
という動詞が頻繁に使用されている。育成するとは
「育て上げる」という意味である。開発するとは、「実
用化する」、「生活に役立つようにする」という意味
である。どちらが適切か。これらの能力は、もとも
と有していないという前提で、考えた方が良い。な
ぜなら、一から教えやすいからである。どの程度身
についているかなど考えなくて済む。したがって「開
発する」が適切と判断し、これを用いた。議論の
余地はない。
　前置きが長すぎた。基礎的・汎用的能力を特別
活動においてキャリア教育の名の下で開発すること
になる。ここに挙げた実践例「構成的グループエン
カウンタ 」ー、「悩み相談室」、「ディベ トー」、「意思決
定のしかたを教える」は、この基礎的汎用的を開発
し、鍛えるであろう。
4.1　構成的グル プーエンカウンター
　構成的グループエンカウンターは、人間関係形成
能力・社会形成能力を開発することを目的として、
実際に体験する学習である。
まず、次のように説明する。
※キャリアとは、一が生涯の中で様々な役割を果
たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割都
の関係を見出していく連なりや積み重ねのことで
ある (中央教育審議会 ,	2011)。
	今から構成的グループエンカウンターを行います。これは健康な人の集団を対象に、互いに、支え合い、
信頼関係を深めることを目的とした体験学習です。構成というのは、リーダー が指示を出してそのグル プー
の進行を方向付け、その場面を構成するということです。それで私が指示を出しますので、その指示に従っ
てください。
●それでは、始めましょう。机と椅子を後ろに移動してください。
（机と椅子を後ろのほうへ移動）
●自由にぐるぐると動き回ってください。途中で「止まって」の合図を出しますので、止まってください。そ
して対面した人、あるいは近くの人と握手して「こんにちは」など挨拶を交わしてください。
（動き回る）
●止まって。
対面した人、または近くの人と握手して挨拶を交わしてください。
（握手して挨拶する）
活動の開始である。
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【自己紹介】
●また動き回ってください。
（動き回る）
●止まって。
対面した人、または近くの人と握手して挨拶を交わしてください。前と同じ人の場合は、相手を替えてくだ
さい。
（握手して挨拶する）
※数回、繰り返す。
●今、挨拶を交わした人とペアになります。二人で協力し合って机と椅子を元通りにしましょう。
（机と椅子を復元する）
●それではどこでも良いので、そのままのペアで座ってください。
（座る）
※　一人余ってペアになれない場合は、教師が加わるか、3人一組になる。
●握手する。
●お互い自己紹介してください。3～ 5分程度です。
（自己紹介し合う）
●お互い知りたいことを聞きます。質問した人は、わかったことを言い返してあげてください。応える人は
質問によって応えたくない質問には「今は応えたくない」と伝えてください。数分したら「交代」の合図を出し
ますので、質疑・応答の役割を交代してください。
（質疑応答）
●今まで楽しかったことを語ってください。5分ほどしたら「交代」の合図を出しますので、交代してください。
（語る）
●これからしたいことを語ってください。5分ほどしたら「交代」の合図を出しますので、交代してください。
（語る）
●パ トーナーをどう思ったか、また気づいたこと、感じたことなど印象を伝えてください。2分ほどしましたら「交
代」の合図を出しますので、交代してください。
（伝える）
●今度は近くのペアと一緒になって、4人一組になってください。なったら他のペアに人と握手してください。
（4人一組になる。握手する）
●他己紹介をします。他己紹介とは、ペアの相手になりきってください。相手になったつもりで「私は・・・です」
と紹介します。例えば、ペアに相手が山田さんなら「私は山田です。私は・・・に住んでいます。わたしの
性格は、・・・ですが、本当は・・・なんです」といった具合です。
　少し時間を取りますので、何を言おうか考えてください。
【他己紹介】
　8人一組、16人一組、32人一組になって他者紹
介をするとよい。32人一組になれば、ほぼクラス全
員が一組になる。クラス全員が一組になれば、一
体感が生まれる。新学期に実施すれば、早い時間
にクラスの構成員全員と知り合いになれるだろう。
　授業で大学生を相手に実施している。時間の関
係上、32人一組までできないが、4人一組まで実
施してみると、最初にペアになった 2人は親近感を
醸し出した友だちになっている。4人一組でしばらく
の間、活動していると、この 4人も仲の良い仲間に
なっている。
＜用意するもの＞
B5用紙：人数分
封筒：人数分
＜手順＞
1．	用紙と封筒を配る。
2．	用紙に「人生に関する悩みを2つ 3 つ書いてください。絶対他人にはわかりませんので、正直に書い
（考える）
●まず、ペアの紹介をする順番を決めましょう。
（ジャンケンして、時計回りとかで決める）
●では、1番目の方お願いします。時間は1分です。始めてください。
（始める）
●そこまでです。うまくいきましたか？ペアに人は今の紹介を聞いて良かったら両手で大きな○をあげてくだ
さい。また付け加えたいことがあれば付け加えてあげてください。
（「良かったよ」「性格は・・・かな」等を言う）
●そこまでです。では、2番目の人、ペア紹介をお願いします。
（繰り返して、全員終わる）
●全員、紹介が終わりました。今から少し時間を取りますので、ペアになってみた感想を自由に話し合って
ください。
（話し合う）
●どんな感想があったか、全体に聞かせてもらえますか？
（感想を述べる）
●他人になりすますってどんな感じでしたか？自分と人との違いを意識したのではないでしょうか。この活
動から人を理解すること、そして自分を理解することを学んでほしいと思いました。
4. 2　悩み相談室
　この活動は、生徒が日頃人生においてどのような
悩みを抱いているかを知るのに最適である。実はこ
の活動を実施してみると、生徒はみんな自分と同じ
悩みを抱いていることに気づく。共通の悩みとは、
進路、学業、人間関係に関することで、それらに
尽きる。教師はその共通の悩みを取り上げ、学級活
動（ホームルーム）などの特別活動で話し合う材料
を見つけることになる。
　　実施方法はこうである。
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てね」。
3．書く（15 分程度）。
4．「書いた用紙を封筒に入れ、封筒には自分しかわからない印を付けてください。これで誰が書いたかわ
かりません」。
5．封筒を回収し、ランダムに生徒に配る。
6．「悩みを正直に書いています。ですから真剣に回答してあげてください」。生徒は受け取った封筒を開け、
悩みの回答を書く（15 分程度）。同じ悩みを抱いていることに気づく。
7．回答を書いたら封筒に戻す。
8．その封筒を回収し、一カ所に集める。
9．	教師はいくつかを紹介する。さらにここでもみんな同じ悩みを抱いていることがわかる。
10.	自分の悩みを書いた用紙を入れた封筒を取りに行く。
ディベ トーとは、ある論題について、自分の意見とは関係なく、肯定派・否定派に分かれ、一定のルール
のもとで議論を戦わせる、いわば論争ゲームです。ある論題に対して、なぜそうなのかを具体的に考えて
論争します。両者の主張のうち、どちらの筋が通っていたか、相手の主張の論拠の弱いところを掴んだ論
理的な反駁ができたか等を審判が判断し、勝ち負けを決めます。
これを経験することによって、次の力が身につきます。	①客観的な判断力（批判力）、	②論理的思考、	③
発表能力、	④傾聴能力、	⑤情報収集能力、	⑥深い知識と認識、	⑦人間関係能力（チ ムーワーク、リー ダー
シップなど）、	⑧思考停止せずに、問い続けるようになる。このような力がつくように頑張りましょう。
（１）ルールを決める
ルールとして、ディベ トーの手順、チーム分け、判定を決める。
１）ディベ トーの手順
　	①立論（各３分）
　自分たちの主張、その理由（定義、状況分析）をまとめて述べる。これから議論を展開していく上で、柱
となるべき大切なスピーチである。スピ カーーは各１名。
　この活動は、「自己理解」や「他者理解」に役立つ。
基礎的・汎用的能力のうち、「自己理解・自己管理
能力」を開発する。自己管理能力の詳説については、
別稿に譲るが、悩みの回答を見た生徒は、自分を
回答の方向へ導こうとする姿勢が見られる。
　
4．3　ディベ トー
　ディベ トーには、次の教育的効果がある。すなわ
ち、	①客観的な判断力（批判力）、	②論理的思考、	
③発表能力、	④傾聴能力、	⑤情報収集能力、	⑥深
い知識と認識、	⑦人間関係能力（チ ムーワーク、リー
ダー シップなど）、	⑧思考停止せずに、問い続けるよ
うになる。
　まず、ディベ トーについて、次のように説明する。
手順と留意点は、こうである。
　	②作戦タイム（２分）
　相手の立論を聴きながら、とって置いたメモをみんなでつき合わせ、相手の主張の論点を理解する。次
にすべき質問を考えたり検討したりする。
　	③尋問（１０分）
　相手の主張を踏まえて、様々な角度から質問し、それに対して応答する。相手の意見の弱みや矛盾を浮
かび上がらせればしめたものである。
　	④作戦タイム（２分）
　前段階の相手の応答をもとに、意見を作り上げる。
　	⑤反駁（１６分）
　相手の主張の弱点を思いやりを持って攻撃し、審判員にアピールする。各人必ず１回は発言する。各サ
イド交互に意見を述べるが、原則として前の人の意見に必ず触れて発言しなければならない。
　	⑥作戦タイム（２分）
　まとめのスピーチをまとめ上げる。
　	⑦まとめのスピーチ（各３分）
　議論を振り返り、相手の主張の欠点、矛盾を指摘し、自分たちの主張が正しいことを訴える。最後のま
とめとなる最も大切なスピーチ。
２）チ ムー分け
　１チーム５～８人の偶数チーム。肯定派。否定派の２チームがディベ トーを行っている時、他チームは審
判として観戦する。
３）判定（レフリー ）
　まず、勝敗を決めるかどうかを決める。勝敗を決めるほうが、ゲーム性が高まり面白いが、テーマによっ
ては判定を下すことはそれほど重要ではない。
　勝敗を決める場合は、判定基準はあくまで、主張の論理性である点を充分理解させておく必要がある。
したがって、判定方法は	①主張が論理的であったか、相手の主張の論理の弱いところをうまく攻撃でき
たか等の論理性で判定する、	A構成力、説得力から声の大きさまで点数化し、スコアを決めて判定を行う
ものもある。スコアー シ トーを用いてもよい。
（２）論題を設定する
　生徒たちに考えさせたいことを論題とする。１週間前くらいに発表し、その論題についての情報収集をさ
せておく。
	①生き方在り方、職業観、進学価値など
	②社会問題、国際問題、環境問題など
　論題の形式としては、例えば、「大学は学問をするところである」というディベ トー形式でもいいし、会社
選びの基準について「福利厚生VS仕事内容」という二者択一にしてもよい。
＜論題例＞
○学校は開くべきか、閉ざすべきか
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○憲法改正の是非
○フリー タVS正社員
○学歴は大切か大切でないか
○ゆとりVS学力
○学校での携帯電話の所持の有無
○教育実習時に電話番号・メルアドを生徒に教えることの是非
○原発の是非
（３）ディベ トーをする
　当日、ディベ トー用にテ ブールを配置する。そしてまずチ ムー毎に分かれての作戦タイムを設け、その後ディ
ベ トーを開始する。
（４）判定とまとめをする
　「自分はこう思う」という生徒個々の価値観意識を育てる段階。発表、作文提出などの方法がある。
学級活動で進路意思決定のしかたを教える直接教授指導案：進路を選ぶ指導プログラム
	【期日】　　　年　　月　　日（　）
　　　　第　校時　　　　　　　
	【直前の活動】
	【指導学級】　　年　　組　　名（男子　　名、女子　　名　）
	【単元】進路の選択・決定
	【単元の目標（設定理由）】
　生徒が自ら自分の進路を選択し決定できるためには、意思決定能力身につけていなければならない。
生徒がその意思決定のしかたを習得するのを援助するのが、本単元の目標である。
＜行動目標＞
	①　意思決定には、意思決定モデルに則って決定すれば、賢明な決定ができることがわかる。
	②　意思決定モデルの各ステップで、何をすればよいかがわかる。
　ディベ トーの実践では、論題の設定如何で、基
礎的・汎用的能力の 4 成分、すべての能力を高め
ることが可能である。チームで活動するため、「人
間関係形成能力・社会形成能力」や「自己理解・
自己管理能力」を育てる。ディベ トーはいわば、論
争ゲームだから、何が問題でその問題にどう対応す
ればいいかの訓練になる。「課題発見対応能力」を
開発することになるのである。論題によっては、「キャ
リアプランニング能力」を開発できる。例えば、「学
歴は大切である」でディベ トーすれば、人生の視点か
ら学歴の意味を考察することになり、有益である。
4. 4　意思決定のしかたを教える
　学級活動で扱う内容「キャリア形成と自己実現」
では、意思決定を行う必要がある。だから意思決
定のしかたを教えなければならない。意思決定能力
を開発することになる。意思決定能力を身につけて
いれば、将来設計を見据えた進路選択を主体的に
決定できる。人生は選択決定の連続と言っても過
言ではない。その選択決定に遭遇したときに、この
意思決定能力が発揮される。
　以下は、学級活動で進路を題材として意思決定
のしかたを教える指導プログラムである。
	③　意思決定モデルに則って中卒後の進路を決定できる。
	【単元の指導計画】
	①　将来の夢　（1時間）
	②　進路の決め方・選び方 1（意思決定モデルの学習）（1時間）
	③　進路の決め方・選び方 2（意思決定モデルを使ってみる）（1時間）
	④　進路図—ライフキャリアプランを描く（1時間）　
	⑤　進路を選ぶ　（1時間）本時
	【本時の目標】
　中卒後の進路を意思決定モデルを用いて、選択できるための下位目標として、次のことができる。
	①　意思決定のステップを言うことができる。
	②　各ステップの課題を特定できる。
	③　チェックリストを作成できる。
	④　収集した情報にもとづいてチェックリストに記入できる。
	⑤　選択肢を消去法で決定できる。
	【指導に当たっての方略】
	（1）　準備する教具・資料
	　①　チェックリストのフォーマット42 枚
	　②　本時の目標フリップ
・本時の目標
・意思決定モデル
ステップ 5：予想される結果の発見
ステップ6：選択肢の消去
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・各ステップの説明
・志望校のチェックリスト
（2）	目標の分析とその提示手順
①	本時の目標として、チェックリストを利用し進路先を決定することを伝える：デモンストレーション（フ
リップ使用）
②	意思決定モデルを提示して、各ステップとその課題を確認させる：ガイド付き練習
③	本時は「予想される結果の発見」と「選択肢の消去」のステップでそれらの課題を説明する：デモン
ストレーション
④	チェックリストに項目を入れる：ガイド付き練習
⑤	収集した情報を利用して、◎（最適）、○（適）、△（可）、×（不可）を記入する：一人練習
⑥	×の多い選択肢から消してゆくことの意義を説明する：デモンストレーション
⑦	去する：一人練習
⑧	決定はただ一つとは限らないことを説明する：デモンストレーション
	【指導の流れ】
①	予想される結果の発見
	 チェックリストを作成し、各々の選択肢について検討する。
②	選択肢の消去
	 再度見直しながら、見込みのない選択肢から消去する。
③	決定
	 残った選択肢を決定する。ほかに1、2を仮決定しておく。
　直接教授モデルに則って指導案を書いてみた。
この指導案の特徴は、指導台本の台詞入りである。
だから具体的であるため利用しやすい。直接教授
モデルによる指導案の書き方は、「教育方法論」の
授業で教えている。学生には馴染みのある指導案
で、教職に就いた卒業生は、直接教授モデルによ
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る指導案を書いているようである。
5.　おわりに
　まず、次期学習指導要領における特別活動の特
徴を探った。その結果、大胆にその特徴を3点に
絞ると次の3成分があった。	①キャリア教育の強調、	
②主体的・対話的で深い学びの実現、	③カリキュラ
ム・マネジメント。これらの3成分は、本来の教育
の在り方からすれば、当然である。キャリア教育で
は、人生に必要な基礎的・汎用的能力を開発しな
がら、人生という視点から物事を考える意識を高め
るのである。各教科では真正面から扱わない内容
であるから特別活動で扱うべきである。実は、総合
的な学習の時間でも扱うことになっている。「主体
的・対話的で深い学び」とは何を意味するのか。学
びに深い浅いがあるのだろうか。「主体的・対話的」
の「・」（中点）は、どんな意味か。学習者が主体
的に対話しながら学ぶということであろうか。カリ
キュラム・マネジメントの 6成分は、教育プログラム
に欠かせない成分である。だからカリキュラム・マネ
ジメントの文言をあえて持ち出す必要はないが、や
やもすると6成分のいくつかを忘れがちになる。そ
の意味からはきちんと押さえておく必要があるのか
もしれない。
　いずれにしても特別活動で何をすべきか。次期
学習指導要領にふさわしいキャリア教育に関する具
体的な事例を示した。すなわち、構成的グル プーエ
ンカウンター、悩み相談室、ディベ トー、意思決定
のしかたを教える、の 4事例である。これら4事例
は教職課程の授業で実践している。学生たちが将
来教職に就いた暁には、体験し学んだこれらをさら
に改善し実践してくれるに違いない。
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